
育
て
る
集
い
」
南
富
良
野
協
力

会
の
皆
さ
ん
に
よ
り
ま
す
「
エ

ジ
ン
バ
ラ
公
の
森
公
園
」
の
環

境
整
備
活
動
を
支
援
し
、
自
然

環
境
の
保
全
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
石
狩
川
流
域　

市
町

46

村
で
構
成
す
る
「
石
狩
川
サ

ミ
ッ
ト
」
の
第　

期
南
富
良
野

10

サ
ミ
ッ
ト
が
本
町
で
平
成　

年
21

度
に
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
河
川
環
境

の
保
全
と
森
林
整
備
の
必
要
性

や
整
備
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
、

先
駆
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

し
て
い
く
た
め
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
取
り
な
が
ら
諸
準
備

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

に
ぎ
わ
い
の
南
富
良
野

誇
れ
る
産
業
の
ま
ち

次
に
、
農
業
・
林
業
・
商
工

鉱
業
な
ど
、
個
性
と
工
夫
に
あ

ふ
れ
る
地
域
産
業
を
め
ざ
す
、

「
に
ぎ
わ
い
の
南
富
良
野
―
誇

れ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り
」
で

あ
り
ま
す
。

□
農
業
の
振
興

は
じ
め
に
農
業
の
振
興
で
あ

り
ま
す
。

わ
が
国
の
農
業
は
、
近
年
の

「
担
い
手
」
減
少
や
高
齢
化
、

食
料
自
給
率
の
低
下
、
作
物
価

格
の
低
迷
、
輸
入
食
品
へ
の
農

薬
混
入
な
ど
食
の
安
全
性
に
対

す
る
不
安
、
加
え
て
Ｗ
Ｔ
Ｏ

（
世
界
貿
易
機
関
）
や
Ｅ
Ｐ
Ａ

（
経
済
連
携
協
定
）
等
の
国
際

規
律
へ
の
対
応
な
ど
、
か
つ
て

な
い
ほ
ど
厳
し
く
、
多
く
の
課

題
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
状
況
の
中
で
、

国
の
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基

本
計
画
」
に
基
づ
く
品
目
横
断

的
経
営
安
定
対
策
が
平
成　

年
19

度
か
ら
導
入
さ
れ
、
農
業
は
ま

さ
に
一
大
転
換
期
を
迎
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
本

年
度
の
農
業
振
興
施
策
に
つ
い

て
は
、
農
業
経
営
者
の
現
状
、

さ
ら
に
は
農
業
委
員
会
の
建
議

も
踏
ま
え
、
農
業
協
同
組
合
や

農
業
団
体
、
関
係
機
関
と
よ
り

一
層
の
連
携
と
協
力
を
強
め
、

本
町
の
「
農
業
経
営
基
盤
強
化

促
進
基
本
構
想
」
に
掲
げ
る
安

定
し
た
農
業
経
営
の
推
進
を
図

る
べ
く
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
度
の
事
業
に
つ
い
て
は
、

農
家
所
得
の
安
定
と
生
産
意
欲

の
向
上
を
図
る
た
め
、
こ
れ
ま

で
行
っ
て
お
り
ま
し
た
新
規
作

物
導
入
事
業
・
地
力
増
強
事
業
・

農
地
融
雪
促
進
事
業
の
3
事
業

に
つ
い
て
は
、
新
た
に
「
農
業

元
気
づ
く
り
事
業
」
と
し
て
1

本
に
集
約
し
事
業
の
効
率
化
を

図
る
と
と
も
に
、
中
山
間
地
域

等
直
接
支
払
交
付
金
事
業
に
つ

い
て
も
、
本
年
度
も
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

農
地
の
流
動
化
対
策
に
つ
い

て
は
、
農
業
委
員
会
の
ご
意
見

と
ご
協
力
を
い
た
だ
く
中
で
、

農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
策
定

や
農
地
保
有
合
理
化
事
業
の
活

用
を
推
進
し
、
農
地
の
保
全
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
と
と
も
に
、

集
落
営
農
や
農
業
生
産
法
人
な

ど
の
営
農
形
態
に
つ
い
て
、
生

産
者
や
農
業
協
同
組
合
と
意
見

交
換
を
進
め
な
が
ら
、
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン

チ
ュ
ウ
対
策
で
は
、
平
成　

年
19

度
も
発
生
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
引
き
続
き
蔓
延
防
止

に
努
め
る
た
め
、
対
策
協
議
会

に
対
す
る
負
担
金
を
予
算
計
上

い
た
し
ま
す
。

富
良
野
市
や
占
冠
村
と
歩
調

を
合
わ
せ
平
成　

年
度
か
ら
3

19

箇
年
を
有
害
獣
捕
獲
重
点
期
間

と
設
定
し
、「
ふ
ら
の
農
業
協

同
組
合
」
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
な

が
ら
農
作
物
の
食
害
防
止
対
策

を
強
化
す
る
た
め
、
増
額
し
た

「
熊
・
鹿
」
捕
獲
奨
励
金
の
継

続
に
よ
り
個
体
数
の
削
減
を
図

る
と
と
も
に
、
ハ
ン
タ
ー
育
成

の
た
め
の
免
許
取
得
奨
励
金
に

つ
き
ま
し
て
も
引
き
続
き
予
算

に
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

北
落
合
地
区
の
特
定
中
山
間

保
全
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、

全
体
実
施
設
計
が
平
成　

年
度

19

末
で
終
了
す
る
予
定
で
あ
り
、

受
益
者
か
ら
の
同
意
を
い
た
だ

い
た
上
で
、
本
年
度
よ
り
農
業

用
排
水
施
設
及
び
区
画
整
理
事

業
の
一
部
が
実
施
さ
れ
る
予
定

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
幾
寅
・
金
山
・
下
金

山
地
区
を
対
象
と
し
た
道
営
中

山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
平
成　

年
度
か

21

ら
の
事
業
着
手
に
向
け
、
本
年

度
は
実
施
計
画
が
行
わ
れ
る
予

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

畜
産
振
興
に
つ
い
て
は
、
畜

産
業
者
の
経
営
環
境
は
引
き
続

き
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
乳
肉
用
牛
及
び
養
豚
飼
育

に
使
用
す
る
水
道
使
用
料
に
つ

い
て
、
新
た
に
「
畜
産
用
」
を

新
設
し
て
負
担
軽
減
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
に
配
慮

し
た
農
作
物
ハ
ウ
ス
栽
培
に
つ

い
て
は
、
平
成　

年
度
に
お
い

19

て
、
独
立
行
政
法
人
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構

（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
の
助
成
を
受
け
、

町
内
に
賦
存
す
る
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
の
可
能
性
に
つ
い

て
調
査
を
実
施
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
結
果

を
踏
ま
え
て
、
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
施

設
園
芸
ハ
ウ
ス
の
設
置
に
つ
い

て
栽
培
農
業
者
と
協
議
検
討
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

□
林
業
の
振
興

次
に
、
林
業
の
振
興
で
あ
り

ま
す
。

　

森
林
が
持
つ
多
面
的
機
能
は
、

動
植
物
多
様
性
の
保
全
や
地
球

温
暖
化
の
緩
和
、
水
源
か
ん
養

機
能
、
気
候
緩
和
及
び
大
気
の

浄
化
な
ど
、
人
々
の
生
活
に
は

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
役
割

を
果
た
し
て
お
り
、
ま
た
、
国

際
的
に
も
温
暖
化
対
策
と
し
て
、

森
林
が
も
た
ら
す
大
き
な
効
果

へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
お
り
ま

す
。
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20

　

平
成　

年
度

20

　
　

町
政
執
行
方
針

ま
ち
の
出
来
事

本
年
7
月
に
開
催
さ
れ
る
Ｇ

8
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
に

お
い
て
も
重
要
な
議
題
の
一
つ

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の

中
で
、
道
は
、
森
林
吸
収
源
対

策
と
し
て
森
林
環
境
税
の
実
現

を
目
指
す
こ
と
と
し
て
お
り
、

間
伐
や
地
域
の
環
境
保
全
を
目

的
と
し
た
造
林
な
ど
、
環
境
対

策
の
視
点
か
ら
森
林
整
備
を
積

極
的
に
進
め
る
姿
勢
を
示
し
て

お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
林
業
は
、
国
産
材

需
要
の
停
滞
と
価
格
の
低
迷
か

ら
厳
し
い
環
境
の
中
で
推
移
し

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
近
年
は

世
界
的
な
環
境
対
策
や
森
林
資

源
の
不
足
か
ら
輸
入
材
が
減
少

し
て
い
る
た
め
、
建
材
な
ど
の

高
付
加
価
値
分
野
で
カ
ラ
マ
ツ

等
の
人
工
林
材
の
利
用
が
増
加

し
て
い
る
ほ
か
、
木
質
ペ
レ
ッ

ト
の
利
用
拡
大
が
進
む
な
ど
、

国
産
材
の
価
格
が
徐
々
に
上
向

い
て
き
て
お
り
、
林
業
の
再
活

性
化
の
兆
し
が
見
え
始
め
て
お

り
ま
す
。

　

本
町
は
、
総
面
積
の
約　

％
90

を
占
め
る
広
大
な
森
林
を
有
し

て
お
り
、
林
業
は
農
業
と
と
も

に
重
要
な
基
幹
産
業
で
あ
り
、

森
林
を
整
備
す
る
中
で
地
域
林

業
生
産
活
動
の
活
性
化
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
林
業
労
働
者

の
減
少
や
高
齢
化
、
担
い
手
対

策
に
つ
い
て
は
、
森
林
整
備
担

い
手
対
策
推
進
事
業
に
引
き
続

き
取
り
組
み
、
森
林
環
境
の
整

備
充
実
と
森
林
資
源
の
有
効
活

用
を
図
り
な
が
ら
森
林
産
業
の

活
性
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
事
業
は
、
町
有
林
の

人
工
林
で
は
、
育
成
複
層
林
化

を
目
的
と
す
る
抜
き
伐
り
事
業

と
合
わ
せ
た
樹
下
植
栽
事
業
や

除
間
伐
事
業
、
下
刈
事
業
を
実

施
す
る
ほ
か
、
緑
資
源
機
構
分

収
造
林
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

天
然
林
に
つ
い
て
も
、
引
き

続
き
森
林
資
源
の
有
効
活
用
及

び
林
業
労
働
者
の
雇
用
対
策
と

し
て
、
事
業
収
支
に
配
意
し
な

が
ら
択
伐
事
業
を
推
進
し
て
行

く
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
れ
に

伴
う
調
査
費
を
予
算
に
計
上
い

た
し
ま
し
た
。

　

民
有
林
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

除
間
伐
促
進
事
業
や
造
林
事
業

を
支
援
す
る
た
め
、
引
き
続
き

所
要
の
予
算
を
計
上
い
た
し
ま

し
た
。

　

林
道
整
備
で
は
、
森
林
管
理

道
狩
勝
線
の
整
備
に
継
続
し
て

取
り
組
み
、
道
代
行
事
業
で
は
、

治
山
事
業
の
保
安
施
設
事
業
と

し
て
「
落
合
及
び
幾
寅
地
区
町

民
憩
い
の
森
」
の
森
林
整
備
と

幾
寅
地
区
町
民
憩
い
の
森
で
は
、

魚
道
付
き
治
山
ダ
ム
の
新
設
、

落
合
地
区
で
は
既
設
治
山
ダ
ム

で
の
魚
道
の
整
備
並
び
に
北
落

合
地
区
防
風
林
に
お
い
て
植
栽

に
よ
る
森
林
整
備
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

道
有
林
事
業
で
は
、
金
山
地

区
で
1
3
3
林
班
の
沢
小
規
模

治
山
事
業
並
び
に
東
鹿
越
地
区

で
1
4
0
林
班
の
沢
小
規
模
治

山
事
業
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

□
商
工
鉱
業
の
振
興

次
に
、
商
工
業
の
振
興
で
あ

り
ま
す
。

町
内
の
商
工
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
過
疎
化
・
少
子
高
齢

化
や
消
費
の
多
様
化
、
購
買
力

の
流
出
に
よ
り
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、

さ
ら
に
は
公
共
事
業
の
減
少
や

新
築
す
る
個
人
住
宅
な
ど
の
減

少
で
、
商
工
業
全
体
と
し
て
一

段
と
厳
し
い
環
境
に
あ
り
ま
す
。

商
工
振
興
に
つ
い
て
は
、
行

政
予
算
執
行
の
際
に
は
、
効
率

的
な
予
算
の
執
行
に
留
意
し
、

町
内
の
消
費
向
上
等
を
図
り
な

が
ら
商
工
業
の
振
興
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
と
と
も
に
、
商
工

会
の
育
成
強
化
に
つ
い
て
は
、

商
工
会
の
財
政
効
率
を
よ
り
一

層
求
め
る
中
で
、
商
工
振
興
事

業
の
予
算
を
計
上
し
、
経
営
改

善
普
及
事
業
や
地
域
振
興
事
業

の
推
進
強
化
と
併
せ
て
、
町
内

に
お
け
る
消
費
向
上
対
策
に
つ

い
て
も
具
体
的
な
取
組
み
を
求

め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
商
工
会
の
事
務
局
体

制
に
つ
い
て
、
本
年
4
月
に
経

営
指
導
補
助
員
の
人
事
異
動
に

よ
り
欠
員
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、

商
工
会
よ
り
町
職
員
の
派
遣
要

請
が
あ
り
、
縷
々
検
討
し
た
結

果
、
職
員
の
研
修
及
び
商
工
会

に
対
す
る
人
的
支
援
と
連
携
強

化
を
図
る
た
め
職
員
を
派
遣
す

る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

こ
の
関
係
条
例
に
つ
い
て
、
本

定
例
町
議
会
に
提
案
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
議
員
各

位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

商
工
業
者
等
の
資
金
円
滑
化

を
図
る
た
め
実
施
し
て
い
る
町

融
資
及
び
利
子
・
保
証
料
補
給

事
業
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
も

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
が
、
経
営
安
定
化
特
別
資

金
貸
付
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、

商
工
会
と
協
議
し
て
ま
い
り
ま

し
た
結
果
、
所
期
の
目
的
を
達

成
し
た
こ
と
か
ら
、
本
年
3
月

末
ま
で
の
時
限
を
も
っ
て
廃
止

す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
創
業
支
援
の
た
め
の

商
工
業
振
興
起
業
促
進
事
業
に

つ
い
て
も
、
本
年
3
月
末
で
時

限
を
迎
え
ま
す
が
、
町
内
商
工

業
の
振
興
の
た
め
に
必
要
な
施

策
で
あ
り
ま
す
の
で
、
新
た
な

制
度
と
し
て
、
議
会
や
商
工
会

な
ど
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な


